
　
Ｋ
Ｎ
Ｔ
の
国
内
コ
ン
ベ
に

人

　
３
面

　
８
月
の
旅
ホ
倒
産
は

件

　
７
面

　
長
野
の
外
客
宿
泊
が
最
多
に

　

面

　
　

外
国
人
空
き
部
屋
宿
泊
ダ
メ
、大
阪
　
２
面

俳
優
の
辰
巳
氏

運
賃
の
低
減
を
指
摘

２
面

草津１位、僅差で迫る由布院
第

回「
日
本
の
温
泉

選
」中
間
集
計

本
社
主
催

３
位
下
呂
、登
別
は
５
位
に

新
た
に

温
泉
が
圏
内
に

政投銀
な　ど

知
床
Ｇ
Ｈ
に
融
資

マ
ザ
ー
フ
ァ
ン
ド
第
１
号

第
１
種
旅
行
業
を
取
得

一
休
　
　

募
集
型
企
画
旅
行
催
行
へ

東
北
に
目
を
向
け
よ
う

震
災
３
年
半

■■

（１） 第２７６８号昭和年８月日第３種郵便物認可 ２０１４年（平成２６年）９月２７日（土曜日） （毎週土曜日発行）

温泉街の整備を進める草津温泉（御座之湯）

　
観
光
経
済
新
聞
社
は

日
、
主
催
す
る
第

回
「
に

っ
ぽ
ん
の
温
泉
１
０
０
選
」
（
観
光
庁
と
観
光
関
連
８

団
体
後
援
、
ト
ラ
ベ
ル
ジ
ャ
ー
ナ
ル
社
協
賛
）
の
中
間

集
計
を
ま
と
め
、
発
表
し
た
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
草
津

温
泉
（
群
馬
県
）
が
ト
ッ
プ
の
座
を
確
保
し
、

年
連

続
１
位
に
王
手
を
か
け
た
。
由
布
院
（
大
分
県
）
が
そ

れ
に
迫
る
。
以
下
、
下
呂
（
岐
阜
県
）
、
別
府
八
湯

（
大
分
県
）、登
別
（
北
海
道
）
と
続
く
。
投
票
は

月

末
で
締
め
切
ら
れ
、
最
終
順
位
は

月
初
旬
に
開
か
れ

る
予
定
の
１
０
０
選
実
行
委
員
会
の
審
査
で
決
ま
る
。

　
ウ
イ
ス
キ
ー
に

バ
グ
パ
イ
プ
、
そ

し
て
タ
ー
タ
ン
・

キ
ル
ト
の
ス
カ
ー

ト

多
く
の
日

本
人
に
は
そ
ん
な

イ
メ
ー
ジ
し
か
な
い
ス
コ
ッ

ト
ラ
ン
ド
で
、
こ
の
ま
ま
イ

ギ
リ
ス
に
帰
属
す
る
か
、
そ

れ
と
も
独
立
す
る
か
の
住
民

投
票
が
行
わ
れ
た
。
連
合
国

入
り
し
て
実
に
３
０
０
年
ぶ

り
の
決
断
だ
。
帰
属
と
い
う

結
果
よ
り
も
、
ま
ず
は

％

を
超
え
る
投
票
率
の
高
さ
に

目
を
見
張
っ
た
。
中
東
や
ウ

ク
ラ
イ
ナ
で
は
民
族
・
宗
教

抗
争
や
独
立
を
め
ぐ
っ
て
戦

火
が
絶
え
な
い
と
い
う
の

に
、
投
票
に
よ
っ
て
賛
否
を

問
い
、
結
果
を
平
和
裏
に
受

け
入
れ
る
民
主
主
義
の
厚
み

と
深
さ
を
同
時
に
痛
感
し
た

▼
こ
ん
な
厳
し
い
選
択
を
迫

ら
れ
な
い
日
本
を
有
難
く
思

う
一
方
で
、
悪
化
す
る
国
際

情
勢
を
受
け
、
憲
法
改
正
の

国
民
投
票
が
行
わ
れ
た
と
し

た
ら
、
果
た
し
て
過
半
数
の

動
員
が
で
き
る
の
か
ど
う
か

心
配
に
な
っ
た
。
ま
た
よ
く

指
摘
さ
れ
る
よ
う
に
、
私
た

ち
は
独
自
の
決
断
を
避
け
、

み
ん
な
が
ど
う
思
う
か
を
気

に
し
、
マ
ス
コ
ミ
が
も
た
ら

す
「
空
気
」
を
読
ん
で
状
況

判
断
を
し
が
ち
だ
▼
事
は
国

の
命
運
を
か
け
る
大
テ
ー
マ

だ
け
で
は
な
い
。
例
え
ば
捕

鯨
問
題
に
し
て
も
、
国
際
会

議
で
は
四
面
楚
歌
、
孤
立
無

援
と
な
っ
た
。
感
情
的
に
反

発
し
、
和
服
を
着
て
鯨
を
食

べ
、
気
勢
を
上
げ
て
も
逆
効

果
だ
。
和
食
に
対
す
る
関
心

が
高
ま
っ
て
い
る
今
こ
そ
、

マ
グ
ロ
や
ウ
ナ
ギ
保
全
へ
の

長
期
的
な
取
り
組
み
と
併

せ
、
鯨
を
含
む
日
本
の
食
文

化
を
総
合
的
に
説
明
・
Ｐ
Ｒ

し
、
深
く
理
解
を
求
め
て
い

く「
決
断
」が
欠
か
せ
な
い
。

【
Ａ
・
Ｙ
】

　
一
休
（
東
京
都
港
区
、
森

正
文
社
長
）
は

日
、
観
光

庁
に
申
請
し
て
い
た
「
第
１

種
旅
行
業
」
の
登
録
が
完
了

し
た
と
発
表
し
た
。
登
録
番

号
は
、
観
光
庁
長
官
登
録
旅

行
業
第
１
９
７
３
号
。
同
社

は
こ
れ
ま
で
「
第
３
種
旅
行

業
」
登
録
で
、
宿
泊
予
約
サ

イ
ト
を
運
営
し
て
い
た
。

　
観
光
経
済
新
聞
社
の
取
材

に
対
し
て
同
社
は
、
第
１
種

登
録
の
狙
い
に
つ
い
て
「
今

す
ぐ
『
第
１
種
』
の
資
格
を

使
っ
て
、
具
体
的
に
何
を
や

る
と
い
う
の
は
決
ま
っ
て
い

な
い
。
た
だ
何
か
新
し
い
仕

組
み
を
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
に

加
え
る
際
、
旅
行
業
資
格
が

制
約
条
件
で
で
き
ま
せ
ん
と

い
う
事
態
は
避
け
た
い
た

め
、
法
的
な
フ
リ
ー
ハ
ン
ド

を
確
保
し
て
お
く
た
め
に
１

種
登
録
を
行
っ
た
」
と
コ
メ

ン
ト
し
た
。

　
第
１
種
旅
行
業
の
業
務
範

囲
は
国
内
海
外
手
配
旅
行
、

国
内
海
外
受
注
型
企
画
旅

行
、
国
内
海
外
募
集
型
企
画

旅
行
。
第
３
種
旅
行
業
で
は

国
内
海
外
募
集
型
企
画
旅
行

を
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
な

い
。
今
回
の
第
１
種
登
録
に

よ
り
、
同
社
は
新
た
に
国
内

海
外
募
集
型
企
画
旅
行
を
行

え
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
日
本
政
策
投
資
銀
行
（
東

京
都
千
代
田
区
）
と
事
業
再

生
支
援
フ
ァ
ン
ド
の
地
域
経

済
活
性
化
支
援
機
構（
同
）、

金
融
・
不
動
産
投
資
会
社
の

リ
サ
・
パ
ー
ト
ナ
ー
ズ
（
同

港
区
）
は
４
月
に
共
同
設
立

し
た
観
光
に
特
化
し
た
投
資

フ
ァ
ン
ド
「
観
光
活
性
化
マ

ザ
ー
フ
ァ
ン
ド
投
資
事
業
有

限
責
任
組
合
」
の
第
１
号
案

件
と
し
て
、
北
海
道
斜
里
町

の
「
知
床
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル

（
Ｇ
Ｈ
）
」
に
今
月
５
日
、

融
資
を
行
っ
た
。

　
融
資
は
、
同
ホ
テ
ル
の
本

館
改
装
工
事
に
対
し
、
メ
ザ

ニ
ン
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
（
資
本

と
負
債
の
中
間
的
性
質
を
持

つ
、
若
干
投
資
リ
ス
ク
が
高

い
資
金
。
今
回
は
劣
後
ロ
ー

ン
）
を
実
施
。
観
光
客
増
加

に
向
け
た
工
事
を
支
援
す

る
。
融
資
額
は
未
公
表
。

　
同
ホ
テ
ル
は
現
在
、
知
床

ウ
ト
ロ
温
泉
で
「
知
床
グ
ラ

ン
ド
ホ
テ
ル
北
こ
ぶ
し
」
を

運
営
し
て
い
る
。

　
今
回
の
本
館
改
装
工
事
は

８
月
に
完
了
。
ロ
ビ
ー
な
ど

の
パ
ブ
リ
ッ
ク
ス
ペ
ー
ス
を

全
面
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
、
さ

ら
に
、
宿
泊
客
の
憩
い
の
場

と
し
て
、
オ
ホ
ー
ツ
ク
海
を

望
む
「
オ
ホ
ー
ツ
ク
ラ
ウ
ン

ジ
」
「
足
湯
テ
ラ
ス
」
を
新

た
に
設
置
し
た
。

　
大
手
、
中
堅
旅
行
業
者
や

ネ
ッ
ト
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
な
ど

か
ら
の
投
票
は
７
月
か
ら
始

ま
っ
た
。
中
間
発
表
は
事
務

局
（
本
社
）
に
届
い
た
８
６

９
４
枚
の
投
票
は
が
き
を
集

計
し
た
。

　
第

回
中
間
集
計
で
は
由

布
院
が
初
め
て
ト
ッ
プ
の
座

を
射
止
め
、

年
連
続
１
位

の
実
績
を
誇
る
草
津
の
牙
城

を
崩
す
の
か
注
目
さ
れ
た

が
、
結
局
、
草
津
が
底
力
を

発
揮
し
、
１
位
に
。
今
回
は

草
津
が
万
べ
ん
な
く
票
を
集

め
１
位
と
な
っ
て
い
る
が
、

由
布
院
と
の
差
は
接
近
し
て

い
る
。
後
半
に
ど
ん
な
展
開

を
み
せ
る
の
か
予
断
を
許
さ

な
い
。

　
草
津
は
温
泉
の
魅
力
を
生

か
す
ま
ち
づ
く
り
に
積
極
的

に
取
り
組
ん
で
お
り
、
今
年

７
月
に
は
棚
田
風
の
広
場

「
湯
路
広
場
」
が
お
目
見
え

し
た
。

月
に
は
湯
も
み
を

披
露
す
る
「
熱
の
湯
」
の
改

装
に
着
手
、
来
春
オ
ー
プ
ン

を
目
指
す
。
こ
う
し
た
一
連

の
ま
ち
づ
く
り
を
旅
行
業
者

も
高
く
評
価
、
送
客
が
し
や

す
い
と
し
て
票
を
集
め
た
。

　
由
布
院
の
景
観
を
重
視
し

た
ま
ち
並
み
は
旅
情
豊
か

で
、
相
変
わ
ら
ず
女
性
の
人

気
が
高
い
。
離
れ
を
持
つ
情

緒
豊
か
な
旅
館
が
点
在
し
、

温
泉
リ
ゾ
ー
ト
と
し
て
に
ぎ

わ
い
を
見
せ
る
。草
津
同
様
、

送
客
の
し
や
す
さ
が
旅
行
業

者
の
支
持
を
得
て
い
る
。

　
５
位
か
ら
３
位
と
順
位
を

上
げ
た
の
が
下
呂
。
日
本
３

名
泉
の
一
つ
と
し
て
根
強
い

フ
ァ
ン
を
持
ち
、
ブ
ラ
ン
ド

力
は
健
在
だ
。
草
津
と
常
に

首
位
を
争
い
、
草
津
を
脅
か

す
存
在
だ
っ
た
登
別
は
５
位

に
と
ど
ま
っ
て
お
り
、
後
半

の
追
い
上
げ
に
期
待
し
た

い
。

　
中
間
段
階
で
新
た
に
１
０

０
選
に
ラ
ン
ク
イ
ン
し
た
の

は

温
泉
地
。塩
原（

位
、

栃
木
県
）
や
須
川
高
原
（


位
、
岩
手
県
）
、
つ
な
ぎ

（

位
、
同
）
な
ど
の
躍
進

が
目
立
つ
。

　
塩
原
は
温
泉
の
発
祥
が
１

２
０
０
年
以
上
も
前
の
大
同

元
年
（
８
０
６
年
）
と
歴
史

が
古
い
。派
手
さ
は
な
い
が
、

泉
質
の
多
様
性
や
豊
か
な
自

然
は
今
後
注
目
を
集
め
そ
う

だ
。
ま
た
、
須
川
高
原
は
栗

駒
山
の
北
方
、
標
高
１
１
０

０
㍍
の
高
所
に
あ
る
温
泉
地

で
、
国
民
保
養
温
泉
地
の
指

定
を
受
け
て
い
る
。
１
０
０

位
に
滑
り
込
ん
だ
妙
見
（
鹿

児
島
県
）
も
国
民
保
養
温
泉

地
で
、
近
年
人
気
が
高
ま
り

つ
つ
あ
る
。

　
第

回
か
ら
観
光
庁
が
後

援
し
て
い
る
。
観
光
関
連
８

団
体
は
日
本
旅
館
協
会
、
全

国
旅
館
ホ
テ
ル
生
活
衛
生
同

業
組
合
連
合
会
、
日
本
旅
行

業
協
会
、全
国
旅
行
業
協
会
、

日
本
観
光
振
興
協
会
、
日
本

政
府
観
光
局
、
日
本
温
泉
協

会
、
公
益
財
団
法
人
日
本
交

通
公
社
。
最
終
結
果
は

月


日
付
紙
面
で
掲
載
す
る
。

【
内
井
高
弘
】

　
９
月

日
、
東
日
本
大
震

災
と
東
京
電
力
福
島
第
１
原

発
事
故
の
発
生
か
ら
３
年
半

を
迎
え
た
。も
う
３
年
半
か
、

ま
だ
３
年
半
か
、
受
け
止
め

方
は
人
そ
れ
ぞ
れ
だ
ろ
う
。

た
だ
、
避
難
生
活
を
続
け
る

人
が
い
ま
だ

万
人
超
い
る

と
い
う
事
実
を
忘
れ
て
は
な

る
ま
い
。

　
先
進
国
と
い
わ
れ
、
こ
れ

だ
け
科
学
技
術
が
発
達
し
た

国
な
の
に
…
。
復
興
は
遅
々

と
し
て
進
ん
で
い
な
い
と
言

わ
ざ
る
を
得
な
い
。

　
福
島
、
宮
城
、
岩
手
の
被

災
３
県
に
限
っ
て
み
れ
ば
、

避
難
者
は
約

万
人
で
、
う

ち
約
９
万
人
が
プ
レ
ハ
ブ
の

仮
設
住
宅
で
生
活
し
て
い
る

と
い
う
。
災
害
公
営
住
宅
の

建
設
も
遅
れ
気
味
で
、
計
画

戸
数
を
大
幅
に
下
回
る
状
況

だ
。

　
用
地
買
収
に
手
間
取
り
、

人
手
不
足
や
建
設
資
材
の
高

騰
が
こ
れ
に
拍
車
を
か
け
て

い
る
と
い
わ
れ
る
。
被
災
地

だ
け
で
対
応
す
る
こ
と
は
困

難
だ
。
政
府
は
「
被
災
地
復

興
が
大
き
な
政
治
課
題
」
と

い
っ
て
き
た
。
で
あ
る
な
ら

ば
国
が
も
っ
と
前
面
に
出

て
、
対
策
を
講
じ
る
べ
き
で

は
な
い
の
か
。

　
さ
て
観
光
面
で
は
ど
う
だ

ろ
う
。
指
標
の
一
つ
と
な
り

そ
う
な
の
が
夏
祭
り
だ
。
６

県
の
祭
り
を
紹
介
す
る
「
東

北
六
魂
祭
」
を
通
じ
て
、
知

名
度
は
一
段
と
ア
ッ
プ
し
て

い
る
。
今
夏
、
ど
れ
だ
け
の

人
が
足
を
運
ん
だ
の
か
、
気

に
な
る
と
こ
ろ
だ
。

　
日
銀
仙
台
支
店
が
ま
と
め

た
「
東
北
の
主
要
夏
祭
り
の

動
向
」
に
よ
る
と
、
６
大
祭

り
（
青
森
ね
ぶ
た
祭
、
盛
岡

さ
ん
さ
踊
り
、
仙
台
七
夕
ま

つ
り
、
秋
田
竿
燈
ま
つ
り
、

山
形
花
笠
ま
つ
り
、
福
島
わ

ら
じ
ま
つ
り
）
を
含
め
た


の
祭
り
の
人
出
の
合
計
は
１

３
７
６
万
７
千
人
で
、
前
年

と
比
べ
７
・
９
％
減
と
な
っ

た
。
３
年
ぶ
り
の
前
年
割
れ

だ
。
震
災
前
の

年
と
比
べ

る
と

・
８
％
減
と
下
げ
幅

が
大
き
い
。

　
「
多
く
の
祭
り
が
開
催
期

間
に
お
い
て
天
候
に
恵
ま
れ

な
か
っ
た
こ
と
、
ま
た
一
部

の
祭
り
で
は
開
催
期
間
の
短

縮
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
こ
と

が
影
響
し
た
。
祭
り
の
中
止

な
ど
に
伴
う
宿
泊
キ
ャ
ン
セ

ル
も
一
部
に
見
ら
れ
た
」
と

同
支
店
。

　
減
少
が
天
候
の
せ
い
だ
け

で
あ
れ
ば
い
い
の
だ
が
、
東

北
に
対
す
る
人
々
の
関
心
が

薄
れ
つ
つ
あ
る
と
す
れ
ば
問

題
だ
。

　
「
来
年
は
北
陸
新
幹
線
の

金
沢
延
伸
が
大
き
な
話
題
と

な
り
そ
う
だ
。
目
新
し
い
話

題
に
人
の
目
が
向
く
こ
と
は

避
け
ら
れ
な
い
が
、
意
識
の

ど
こ
か
に
東
北
を
置
い
て
い

て
ほ
し
い
」
。
あ
る
自
治
体

の
観
光
担
当
者
は
心
情
を
こ

う
吐
露
す
る
。

　
同
支
店
は
「
震
災
以
降
に

減
少
し
た
県
外
観
光
客
は
徐

々
に
回
復
傾
向
に
あ
る
」
と

し
な
が
ら
も
、
「
外
国
人
客

は
依
然
と
し
て
震
災
以
前
の

水
準
に
戻
っ
て
い
な
い
。
海

外
へ
の
一
層
の
情
報
発
信
が

課
題
」
と
指
摘
す
る
。

　
そ
う
し
た
中
、
六
魂
祭
で

培
っ
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
生

か
し
、
仙
台
市
な
ど
県
庁
所

在
地
６
市
が
海
外
で
観
光
物

産
フ
ェ
ア
を
合
同
開
催
す
る

と
い
う
話
を
聞
い
た
。
ぜ
ひ

実
現
し
て
ほ
し
い
。
東
北
を

意
識
し
よ
う
。【

内
井
高
弘
】

東
北
観
光
の
行
方
を
占
う

指
標
の
一
つ
が
夏
祭
り

だ
。
今
年
は
減
少
に
転
じ

た
（
東
北
六
魂
祭
）


